
ご存じですか？
両立支援等助成金

～仕事と育児・介護休業を両立しやすい雇用環境の整備のために～

改正育児・介護休業法等説明会

岡山労働局 雇用環境・均等室
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両立支援等助成金
中小企業
を対象とする
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介護離職防止コース

＜介護両立支援制度の内容＞
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介護支援プランとは？

プラン周知とは？

介護離職防止コース
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支給申請

介護離職防止コース
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育児休業等支援コース

申請件数が
1番多いコース
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育休中等業務代替支援コース
新コース
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育休中等業務代替支援コース
手当支給（育児休業） 新規雇用

・原職復帰を労働協約または就業規則等に定めており、実際に原職復帰させたこと

・業務の見直し・効率化に取り組むこと（手当支給等（育児休業）のみ）

・復帰後3か月以上は雇用保険被保険者として継続雇用したこと

・7日以上の育児休業取得 等・・

手当支給等（短時間勤務）

・3歳未満の子を養育する労働者が、育児のための時短勤務制度を1か月以上利用

・業務の見直し・効率化に取り組むこと

・業務の一部の休止、 廃止
・手順・工程の見直し等による効率化

業務量の減少
・マニュアル等の作成による業務

作業手順の標準化
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補正予算 （育休・制度利用開始がＲ6.12.17～の方が対象）

育休中等業務代替支援コース
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柔軟な働き方選択制度等支援コース
柔軟な働き方選択制度を複数（2つ以上）導入した上で、
「育児に係る柔軟な働き方支援プラン」に基づき、制度利用者を支援

＜育児に係る柔軟な働き方支援制度＞

新コース
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柔軟な働き方選択制度等支援コース

・本人と面談し「面談シート」を作成した上で

「育児に係る柔軟な働き方支援プラン」を作成。

また「育児に係る柔軟な働き方支援プラン」により

制度利用等を支援する方針を周知すること

・柔軟な働き方選択制度等を労働協約または就業規則等に定めていること 等
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出生時両立支援コース

【第1種】男性労働者の育児休業取得

【第2種】男性の育児休業取得率の上昇等
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出生時両立支援コース
第1種
・雇用環境整備を実施

・業務代替する労働者の業務見直し・必要な業務体制整備

・子の出生後8週以内に育児休業を連続して5日以上（要件によっては最大14日以上）取得

・育児休業制度を労働協約または就業規則等に定めていること

・次世代法に基づく一般事業主行動計画を策定し、労働局に届けていること

・育休取得した男性労働者を雇用保険被保険者として継続雇用していること

雇用環境整備とは？

・相談体制整備 ・事例の提供

・研修の実施 ・制度、社内方針の周知 ・業務配分や人員配置の見直し

何をすれば？

・育児休業取得者の業務整理・引継ぎ ・引継ぎ対象業務の見直しを検討 を含めた規定を策定
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第2種

・第1種申請時事業年度の次の事業年度から始まる3事業年度の中で男性労働者の育児休業取得率ＵＰ

・第1種申請後に、男性労働者が新たに2名以上育児休業を取得したこと

出生時両立支援コース

補正予算 （Ｒ6.12.17拡充）
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厚生労働省ＨＰをご確認ください
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ご清聴ありがとうございました
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